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―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下水道資源の農業利用 TV放映のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

今週の金曜日 7/22(金)の 18 時～ BS 朝日の「知

るトビラ」という内閣府の政府広報番組に下水道シス

テムイノベーション研究室の加藤裕之特任准教授が

スタジオ解説で登場します。 

テーマは「下水道資源の農業利用」特集の 30 分番組

です。「BISTRO下水道推進戦略チーム※」メンバーで

ある山形大学の渡部徹教授が現地取材を受けており、

同チームメンバーでもある加藤特任准教授がその解説とコメントをスタジオで行います。 

後日、下記サイトから動画閲覧ができます 

https://www.gov-online.go.jp/pr/media/tv/shirutobira/movie/20220722.html 

※ 2013 年に国土交通省と日本下水道協会が結成した、下水道資源の有効活用に取り組んでいる地方公共団体、民間企

業、大学などによるネットワーク。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

口頭発表〆切迫る! 第 13回東南アジア水環境国際シンポジウム 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本センターがアジア工科大学と

連携し「安全な水供給とサニテー

ション技術」をテーマに開催する

国際会議 SEAWE-13（12 月 13～

15 日）は、バンコクで対面開催

を予定しています。 

特にコロナ禍でオンラインを強いられてきた研究者や院生らにとって、東南アジアや近隣地域で活躍中

の研究者らと研究交流できるまたとない機会になります。ぜひ口頭発表でご参加ください。 

アブストラクトの応募〆切は 7/31 ですが、ご検討いただける場合は事務局 asiasympo2022@env.t.u-

tokyo.ac.jp までご一報ください。 

http://www.recwet.t.u-tokyo.ac.jp/asian_water2022/Call_For_Paper.html 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

水環境等に関するイベントや、プロジェクトをご紹介ください。また、本ニュースレターにて学内研究者・

関係者にお知らせしたい情報がありましたら、ぜひご連絡ください。 

 

▼当ニュースレターのバックナンバー 

http://www.recwet.t.u-tokyo.ac.jp/details/newsletter.html 
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